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長照寺 だより

（
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
）

門信徒会親睦研修旅行（平成29年10月7～9日）

つきじ一泊（わんぱく）子ども会  （平成30年3月28～29日）

「
人
に
仏
法
の
話
を
し
て
相
手
が
喜
ん
だ

と
き
は
自
分
は
そ
の
相
手
の
人
よ
り
も
、

も
っ
と
喜
ん
で
尊
い
こ
と
だ
と
思
う
べ

き
で
あ
る
。」
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住
職　

本
持　

愚
山

　

一
口
で
三
十
年
、
早
か
っ
た
か
遅
か
っ
た
か
、
人

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
ろ
う
。
小
生
と
し
て
は
何
と

早
く
過
ぎ
た
年
月
で
あ
っ
た
か
。
月
並
み
な
言
い
方

を
す
れ
ば
「
あ
‼
」
と
言
う
間
に
な
ろ
う
。

　

昭
和
の
終
わ
り
、
平
成
へ
突
入
し
た
時
、
ジ
ャ
ン

グ
ル
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
の
地
に
寺
院
が
建
立

さ
れ
る
な
ど
誰
が
予
想
し
た
で
し
ょ
う
か
。
前
人
未

踏
の
地
は
文
字
通
り
雑
木
林
が
続
き
自
然
そ
の
も
の

で
し
た
。
そ
れ
が
開
発
と
言
う
大
き
な
力
が
働
き
一

山
一
寺
の
姿
が
表
れ
た
の
で
す
。
そ
う
で
す
「
長
照

寺
」
と
言
う
お
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
布

教
所
、
説
教
所
、
言
う
所
の
草
庵
的
感
は
否
め
な
い

建
物
で
出
発
し
、
ご
本
尊
の
阿
弥
陀
様
だ
け
が
お
立

ち
に
な
り
私
達
を
見
つ
め
続
け
て
下
さ
っ
て
い
た
の

で
す
。
き
っ
と
や
る
事
な
す
事
が
危
な
っ
か
し
い
な

と
思
い
、笑
み
を
傾
け
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
何
故
こ
の
様
な
地
に
お
寺
を
建
て
た
か

で
す
。
そ
れ
は
現
代
社
会
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
お
釈

迦
様
の
教
え
が
、
自
身
の
生
き
方
を
振
り
返
ら
ず
、

責
任
転
嫁
の
日
暮
ら
し
を
し
て
い
る
現
代
人
に
少
し

ば
か
り
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
み
て
は
と
の
思
い
か
ら
な

の
で
す
。
皆
様
方
の
お
寺
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
が
儀
式
を
通
し
て
清
ら
か
な
仏
国
土
へ

行
っ
て
頂
き
私
達
の
世
界
に
帰
っ
て
き
て
は
な
ら
な

い
と
言
う
思
い
で
「
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ

い
」
と
、
じ
っ
と
し
て
い
て
ほ
し
い
。
私
の
人
生
に

危
害
を
加
え
な
い
で
下
さ
い
。
と
願
う
場
所
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
。
と
言
う
所
で
、
と
ん
で
も
な
い

思
い
違
い
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
伝
え
ら
れ

た
想
い
を
総
じ
て
「
祖
先
供
養
」
と
言
い
、
お
釈
迦

様
の
教
え
が
違
っ
た
方
向
へ
進
ん
で
い
る
事
に
憂
い

を
覚
え
る
の
で
し
た
。

　

こ
の
様
な
勘
違
い
を
払
拭
す
る
為
に
建
て
ら
れ
た

お
寺
が
、
皆
様
の
「
長
照
寺
」
で
す
。
爾
来
お
寺
は

楽
し
く
生
き
て
頂
く
為
に
、
海
外
旅
行
・
国
内
研
修
・

落
語
の
会
・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・

通
過
儀
礼
（
七
五
三
、
結
婚
式
、
入
学
入
園
、
く
わ

入
れ
式
等
々
の
お
祝
い
事
）を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
九
年
に
は
手
狭
に
な
っ
た
草
庵
か
ら
本
堂
新
築

を
受
け
、「
阿
弥
陀
様
」
と
共
に
移
動
、
そ
し
て
「
ご

動
座
法
要
」
を
勤
め
さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の
ご
門
徒

方
々
と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
思
い
起
こ
す
時
、
一
番
の
思

い
出
は
二
十
周
年
の
時
「
五
木
寛
之
先
生
」
を
お
招

き
し
ご
講
演
の
中
で
、
本
来
の
お
寺
の
有
り
方
が
長

照
寺
様
か
ら
感
じ
取
る
事
が
で
き
る
と
お
誉
め
の
言

葉
を
戴
き
ま
し
た
。

　

本
当
に
三
十
年
経
っ
た
の
で
す
ね
。
何
よ
り
も
皆

様
と
共
に
歩
ん
で
き
た
月
日
に
感
慨
深
さ
を
覚
え
、

こ
れ
か
ら
も
お
寺
の
機
能
を
発
揮
し
歴
史
を
積
み
重

ね
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

称　

名

雑
感
　
三
十
年
を
振
り
返
る
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第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
記
念

築
地
本
願
寺
境
内
整
備
完
成
慶
讃
法
要
・
本
願
寺
江
戸
御
坊
創
建
四
〇
〇
年
記
念
法
要

長
照
寺
総
代

　
　  

桑
原
　
明
文

　

最
近
の
我
が
国
に
お
け
る
人
口
動
態
を
見
ま
す
と
、
政
府

は
昨
年
少
子
高
齢
化
を
「
国
難
」
と
位
置
づ
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
は
進
み
人
口
減
少
社
会
に
な

り
、
二
一一
〇
年
に
は
日
本
の
人
口
は
約
四
、三
〇
〇
万
人
ま
で

減
少
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
結
婚
率
、
出
生
率
の
低
下
か
ら
現
在
の
半
分
は
、

二
世
代
の
内
に
直
系
の
子
孫
が
い
な
く
な
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
先
祖
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
お
墓
や
仏

檀
の
継
承
さ
え
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
な
か
で
、
都
市
開
教
は
地
方
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
お
寺
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
た

発
想
で
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
墓
終
・
直
葬
・
〇
葬
・

送
骨
な
ど
、
首
都
圏
で
の
動
向
は
必
ず
何
年
か
後
に
は
地
方

に
も
波
及
し
ま
す
。
首
都
圏
開
教
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
そ
の
首
都
圏
開
教
の
拠
点
で
あ
り
ま
す
築
地
本
願

寺
は
、
一
六
一
七
年
浅
草
の
地
に
「
浅
草
御
堂
」
と
呼
ば
れ
創

建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
六
五
七
年
「
明
暦
の
大
火
」
と

呼
ば
れ
る
大
火
事
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
幕
府
の
区

画
整
理
の
た
め
、
も
と
の
場
所
へ
の
再
建
が
か
な
わ
ず
、
替
え

地
と
し
て
用
意
さ
れ
た
の
が
、
八
丁
堀
の
海
上
で
し
た
。

　

そ
こ
で
佃
島
の
門
徒
が
中
心
に
な
り
、
本
堂
再
建
の
た
め

に
海
を
埋
め
立
て
て
土
地
を
築
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
築
地
」

と
い
う
地
名
の
由
来
と
な
り
、
一
六
七
九
年
「
築
地
御
坊
」

と
呼
ば
れ
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
大
き
な
屋
根
は
江
戸

湊
に
入
る
目
印
と
な
り
、
現
在
も
に
ぎ
わ
う
場
外
市
場
の
あ

た
り
は
寺
内
町
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
一
九
二
三
年
、
関
東
大
震
災
に
と
も
な
う

火
災
に
よ
り
再
び
本
堂
を
焼
失
し
、
現
在
の
本
堂
は
、
東
京

帝
国
大
学
名
誉
教
授
で
建
築
史
家
の
伊
東
忠
太
博
士
に
よ
る

設
計
に
よ
り
、
イ
ン
ド
の
古
代
仏
教
建
築
を
模
し
た
外
観
を

特
徴
と
し
な
が
ら
も
、
内
部
は
伝
統
的
な
真
宗
寺
院
の
造
り

と
し
て
一
九
三
四
年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
九
四
五
年
に
は
、
東
京
大
空
襲
に
よ
り
、
本
堂
の
焼
失

は
免
れ
た
も
の
の
、
関
係
堂
舎
や
多
く
の
寺
院
・
門
徒
が
焼

け
出
さ
れ
る
な
か
、
罹
災
者
の
救
護
・
支
援
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
な
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
四
〇
〇
年
に
至
る
間
、
幾
度
も
の
社
会
の
激

変
や
大
火
災
・
大
震
災
・
大
空
襲
に
よ
る
困
難
を
極
め
る
事

態
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
親
鸞
聖
人
が
開
顕
さ
れ
た
浄
土
真

宗
の
み
教
え
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
、
念
仏
者
が
集
う
拠
点

と
し
て
、
伝
統
・
文
化
を
広
く
社
会
に
定
着
さ
せ
る
歴
史
を

刻
ん
で
き
ま
し
た
。

　
二
〇
一
二
年
に
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
全
国
唯
一の
直
轄

寺
院
と
な
り
、こ
れ
ま
で
の
「
本
願
寺
築
地
別
院
」
か
ら
「
築

地
本
願
寺
」
と
名
称
を
改
め
、
そ
の
機
縁
と
し
て
築
地
本
願

寺
境
内
地
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
合
同
墓
を
は

じ
め
と
す
る
諸
整
備
が
二
〇
一
七
年
十
月
に
完
成
い
た
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
二
〇
一
七
年
十
一
月
七
日
、
前
身
と
な
る
本
願
寺
江

戸
御
坊
が
創
建
四
〇
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
築
地
本

願
寺
境
内
整
備
完
成
慶
讃
法
要
」
並
び
に
「
本
願
寺
江
戸
御

坊
創
建
四
百
年
記
念
法
要
」
を
、
第
二
十
五
代
専
如
ご
門
主

様
ご
親
修
の
も
と
ご
修
行
さ
れ
、
長
照
寺
門
信
徒
会
と
し
て

も
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
所
用
に
よ
り
法
要
の
み
の
参
拝
で
し
た
が
、
参
加
さ

れ
た
門
信
徒
の
皆
様
は
、そ
の
後
、歌
舞
伎
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学
や
川
越
観
光
等
、
親
睦
研
修
旅
行
を

満
喫
さ
れ
た
と
聞
き
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
私
達
の
菩
提
寺
「
長
照
寺
」
は
、
ご
存
じ
の

と
お
り
三
十
年
前
に
都
市
開
教
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

四
〇
〇
年
と
は
比
べ
よ
う
の
な
い
年
月
で
す
が
、
集
う
皆

様
の
思
い
は
一
緒
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
の
ご
法
要
を
機
縁
と
し
、
私
た
ち
は
、
こ
れ

か
ら
の
世
の
な
か
の
動
向
や
現
状
を
十
分
認
識
し
、
過
去

に
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
意
識

感
覚
で
「
ま
た
行
き
た
い
お
寺
」
の
誕
生
を
め
ざ
し
た
い

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
お
互
い
が
お
念
仏
申
す
身
と
な
れ

る
よ
う
精
進
し
、「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
日
々
歩
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

門
徒
宗
会
議
委
員

門
徒
教
区
会
議
員

（　
　
　
　
　
　
）

「
ま
た
行
き
た
い
お
寺
」
を
め
ざ
し
て
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活
動
報
告

平
成
二
十
九
年
度
下
期

報
恩
講　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

一
五
〇
余
名

ご
講
師
「
増
田 

廣
樹 

師
」

　

浄
土
真
宗
の
門
信
徒
と
し
て
最
も

　

大
切
な
ご
法
要
で
す
。
親
鸞
聖
人

　

の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
生
き
る
「
力
」

　

を
い
た
だ
き
ま
す
。

恵
み
の
お
参
り
（
七
五
三
の
お
参
り
）

･･･

長
照
寺
本
堂 

　
「
命
の
つ
な
が
り
・
命
の
尊
さ
」を
伝
え
て
い
く
お
参
り
で
す
。

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日

　
　
　

大
橋　

こ
あ　
ち
ゃ
ん

　
　
　

大
橋　

真
凪
（
ま
な
）　

く
ん

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日

　
　
　

久
原　

真
子
（
ま
こ
）　

ち
ゃ
ん

　
　
　

久
原　

実
子
（
な
お
こ
）　

ち
ゃ
ん　

※
写
真
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

 

境
内
清
掃
作
業　
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
日

･･･

長
照
寺
境
内
（
一
〇
〇
余
名
）

　

新
し
い
年
を
迎
え
る

   
に
あ
た
り
、

   

感
謝
・
感
謝
。

門
信
徒
の
つ
ど
い　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

Ｔ
Ｍ
Ｏ
ホ
ー
ル
（
三
島
商
工
会
議
所
内
）

　
「
あ
ら
た
な 

ご
縁
づ
く
り
」
の
も
と
、
ひ
ろ
さ
ち
や 

師
を
お
招
き
し
、
静
岡
東
組

　

内
の
ご
門
徒
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
く
一
席
拝
聴
し
、
ご
講
演
後
は
話
し
合
い
法

　

座
等
交
流
を
い
た
し
ま
し
た
。

※
写
真
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

第
四
十
六
回
門
信
徒
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ　

                                 
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

･･･
富
士
エ
ー
ス
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行
」

　
　
平
成
二
十
九
年
十
月
七
日
～
九
日

･･･

築
地
本
願
寺
・
浅
草
・
川
越
方
面

築
地
本
願
寺
境
内
整
備
完
成
慶
讃
法
要
・

本
願
寺
江
戸
御
坊
創
建
４
０
０
年
記
念

法
要
へ
参
拝
。
ま
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見

学
、
川
越
散
策
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
研

修
旅
行
で
し
た
。

優　

勝　

佐
藤　

勝
彦
さ
ん

準
優
勝　

斎
藤　

忠
男
さ
ん

第
３
位　

木
下　

春
雄
さ
ん

佐藤さん
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除　

夜　

会　
　

                     

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日

　

･･･

長
照
寺
本
堂
・
梵
鐘（
百
十
余
名
）

　

百
八
ツ
ば
か
り
の
煩
悩
で
は

　

な
い
こ
と
を
知
り
、

　

こ
れ
か
ら
は
少
し
ず
つ

　

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

修
正
会
・
新
年
会　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
一
月
四
日　

･･･

五
十
名

　

心
新
た
に
出
発
。

　

今
年
こ
そ
は
と

　

毎
年
思
っ
て
い
る

　

自
分
が
い
た
。

ご
正
忌
報
恩
講　
平
成
三
十
年
一
月
九
日
～
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

京
都
・
西
本
願
寺（
本
山
）

　

深
々
と
冷
え
る
京
都
ご
本
山
（
西
本
願
寺
）
参
拝
。

　

身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

く
わ
入
れ
式　
原
田
家　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日

　

仏
教
で
は
起
工
に
感
謝
す
る
お
参
り
で
す
。

   

※
一
般
的
に
は
地
鎮
祭
。
で
も
地
震
は
起
き
ま
す
よ
ね

※
写
真
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
研
修
会
平
成
三
十
年
二
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

････

築
地
本
願
寺

　

先
輩
方
々
を
敬
い
な
が
ら
、
若
い
者
と
も
共
生
き
の
強
化
団
体
で
す
。

春
季
彼
岸
会
法
要　
　
　
　
　
　

      

　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　

･･･

一
〇
〇
余
名

　

ご
講
師　
「
本
持
愚
山
住
職
」

    東
京
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟

　
　
　
結
成
六
十
周
年
記
念
大
会

　
　
　
　
　　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

　

･･･

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
・
国
立
大
ホ
ー
ル

つ
き
じ
一
泊（
わ
ん
ぱ
く
）子
ど
も
会
（
東
京
教
区
少
年
連
盟
主
催
）

 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
～
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　

 ･･･

築
地
本
願
寺                                                                      

　

仏
様
の
お
は
な
し
・
班
対
抗
ゲ
ー
ム

　

大
会
・
ソ
ニ
ー
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ

　
サ
イ
エ
ン
ス
見
学
等
、盛
り
だ
く
さ

　

ん
の
内
容
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

※
写
真
は
表
紙
・
６
・
８
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載　
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今　  後　  の　  活　  動　  予　  定

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は第 3 土曜日、午後 1 時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。（ ）

平成３０年

４月７日（土） 
祝入園・入学慶讃法要

 釋尊降誕・花まつり 
本　堂

４月１３日（金） 門信徒会親睦ゴルフコンペ 大熱海国際ゴルフクラブ

５月６日（日） 門信徒会定期総会 本　堂

５月１９日（土） 仏教壮年総会・大会 築地本願寺

６月２４日（日） 門信徒会親睦ボウリング大会 ジョイランドボウルみしま

７月２２日（日） 境内清掃作業・親睦懇親会 境　内

７月２９日～３１日 
お寺の林間学校

 （南ブロック門徒子弟研修会） 
三島市

８月１３日～１５日 合同盆法要（全８回） 本　堂

９月２３日（日） 秋季彼岸会法要 本　堂

１０月１４日（日） 寺報（第 40 号）発行 

つ
き
じ
一
泊
（
わ
ん
ぱ
く
）
子
ど
も
会

●
平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日　

●
築
地
本
願
寺

門
信
徒　

藤
澤
咲
樹
（
さ
き
）

12

34
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「
あ
ら
た
な
ご
縁
づ
く
り
」
の
も
と
、
ひ
ろ
さ
ち

や
師
を
お
招
き
し
、
静
岡
東
組
の
ご
門
徒
の
皆
様
と

一
緒
に
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。
師
は
、
仏
教
の
研
究

者
と
し
て
広
く
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
社
会
の
多
く
の

人
た
ち
に
知
ら
れ
た
有
名
な
先
生
で
す
。

　

今
回
の
お
話
で
印
象
的
だ
っ
た
一
言
だ
け
を
個
人

的
解
説
も
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

●
「
南
無
そ
の
ま
ん

　

ま
・
そ
の
ま
ん
ま
」

　

大
乗
仏
教
で
は
、

人
間
と
い
う
も
の
は

弱
く
て
、
愚
か
で
、

不
完
全
で
あ
り
自
分

自
身
の
努
力
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
と
い
う
大

前
提
に
立
っ
て
い
る

の
で
す
。
仏
教
の
人

間
観
は
、
基
本
的
に
は
、
人
間
は
、
ま
ち
が
い
ば
か

り
を
す
る
凡
夫
・
愚
者
で
あ
る
と
み
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
人
間
が
い
く
ら
修
行
を
重
ね
て
も
解
決
で

き
な
い
人
生
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
は
仏
様

に
お
任
せ
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。

　

ひ
ろ
先
生
は
私
た
ち
に
大
阪
弁
の
「
ア
ホ
」
に
な

れ
と
薦
め
て
い
ま
す
。
法
然
聖
人
も
「
愚
者
」
に
な

れ
と
言
わ
れ
、
親
鸞
聖
人
は
自
ら
「
愚
禿
（
お
ろ
か

な
も
の
）」
と
名
の
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
愚
か
な
人
間
を
救
え
る
の
は
仏
様
し

か
お
ら
ず
、愚
者
の
救
済
が
仏
様
の
仕
事
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
愚
者
の
ま
ま
で
仏
様
に

救
っ
て
頂
け
る
と
信
じ
て
余
計
な
心
配
は
し
な
い
ほ

う
が
よ
い
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
人
間
の
側
は
、
仏

様
に
す
べ
て
お
任
せ
す
れ
ば
よ
い
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
、
ひ
ろ
先
生
は
「
南
無
そ
の
ま
ん
ま
・
そ
の

ま
ん
ま
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
言
葉
は
仏
様
の
方
か
ら
私
た
ち
の
方
へ
差
し

向
け
ら
れ
る
救
い
の
言
葉
で
あ
る
と
理
解
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
お
心
や
お
働
き
と
知
ら
さ

れ
た
も
の
は
、
じ
っ
と
座
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
と
人
生
を
歩

ま
せ
て
頂
く
こ
と
で
、
賢
く

な
り
な
さ
い
で
は
な
く
「
そ

　
門
信
徒
の
つ
ど
い

長
照
寺
仏
壮
会
長

斎
藤　

善
治

の
ま
ん
ま
」
な
の
で

す
。

　

基
本
的
に
は
浄
土

真
宗
の
お
念
仏
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
同

じ
こ
と
で
す
か
ら
、

私
は
矢
張
り
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
念
仏

を
唱
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

ひ
ろ
先
生
の
ご
講
演
の
あ
と
話
し
合
い
法
座
が
あ

り
、
本
持
組
長
の
司
会
で
楽
し
い
交
流
も
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
、
寺
院
と
い
う
枠
を
離
れ
て
街
中
へ
出
て
、

一
般
の
人
た
ち
に
も
開

か
れ
た
公
演
を
目
指
し

ま
し
た
。
一
般
の
飛
び

入
り
参
加
の
方
々
も
含

め
ま
し
て
、
こ
の
試
み

は
今
後
も
続
け
、
本
当

の
仏
教
の
中
身
を
知
っ

て
貰
う
努
力
が
必
要
と

感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

合
掌

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
八
日
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恵 みのお参り（七五三のお参り）

● 久 原 真 子（まこ）ちゃん 

● 久 原  実 子（なおこ）ちゃん
● 大 橋 こ あ　ちゃん

● 大 橋 真 凪（まな）くん

鍬（くわ）入 れ 式

◆原田家 ◆

☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成30年10月14日（日）発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斎藤・園田・杉山　

つきじ一泊（わんぱく）

　　　　　　　子ども会
平成30年3月28日～29日　築地本願寺


